
 

  

教科名 理 科 校 種 高等学校 

科 目 の 配 当 

学年 科目名 必・選 単位 授業展開など，授業の形態 

1年 

化学基礎 E 必 ２ 教員２名によるチーム・ティーチング 

化学基礎 A 必 ２  

生物基礎 E 必 ２ 教員２名によるチーム・ティーチング 

生物基礎 A 必 ２  

２年 

科学と 

人間生活 
E 必 ２  

地学基礎 A 選 ２  

物理 S 選 ４ 物理基礎２単位を含む・高３に継続する 

化学 A S 選 ２ 高３に継続する 

生物 A S 選 ２ 高３に継続する 

３年 

物理 S 選 ４ 高２から継続 

化学 A S 選 ４ 高２から継続 

生物 A S 選 ４ 高２から継続 



  

科目名（教科名）  化学基礎 イングリッシュコース （ 理科 ） 

学年 1 単位数 2 必修・選択・展開 必 修 

目
的 

※ 英語で授業する「イマージョン教育」で、使える英語力を養成する。 

1. 日常生活や社会との関連を図りながら、物質とその変化について理解するとともに、科学的に探究するために

必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 

2. 観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。 

3. 物質とその変化に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

第１編 物質の構成と化学結合 

第１章 物質の構成 

第２章 物質の構成粒子 

第３章粒子の結合 

・純物質と混合物 ・物質とその成分 ・物質の三態と熱運動 

・原子とその構造 ・イオン ・周期表 

・イオン結合とイオン結晶 ・共有結合と分子 ・配意結合 ・

分子間にはたらく力 ・高分子化合物 ・共有結合の結晶 ・

金属結合と金属結晶 

２
学
期 

第２編 物質の変化 

第１章 物質量と化学反応式 

第２章 酸と塩基の反応 

・原子量、分子量、式量 ・物質量 ・溶液の濃度 

・化学反応式と物質量 

・酸、塩基 ・水素イオン濃度とpH ・中和反応と塩 

・中和滴定 

３
学
期 

第３章 酸化還元反応 ・酸化と還元 ・酸化剤と還元剤 ・金属の酸化還元反応 

・酸化還元反応の利用 

評価の

観点 

【知識・技能】 

（40%） 

知識の習得や知識の概念的な理解、実験操作の基本的

な技術の習得ができているか。 
・定期試験の知識問題 

【思考・判断力・表現】 

（30%） 

習得した「知識・技能」を活用して課題を解決できる

思考力・判断力・表現力などを身につけているか。 

・定期試験の思考問題 

・レポート・プレゼン・発表 

・話し合い・実技テスト 

【主体的に学習に取

り組む態度】（30%） 

知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力などを身

につける過程において、粘り強く学習に取り組んでい

るか、自ら学習を調整しようとしているか。 

・振り返り 

・小テスト・ノート作り 

・授業態度・課題提出 

評価の方

法と割合 

● 評価方法 ： 定期試験における成績状況と提出物・小テスト・授業態度を加味し総合点を算出する。  

● 割合   ： 定期試験 70％ 平常点 30％ 

教科書・ 

副教材等 

● 教科書   ：化学基礎（数研出版） 

● 問題集   ：リードLight化学基礎（数研出版）、新訂版リピートノート化学①化学式・物質量・化学反応式、 

②酸と塩基・酸化還元反応（浜島書店） 



 

  

科目名（教科名）  化学基礎 アカデミックコース （ 理科 ） 

学年 1 単位数 2 必修・選択・展開 必 修 

目
的 

4. 日常生活や社会との関連を図りながら、物質とその変化について理解するとともに、科学的に探究するために

必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 

5. 観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。 

6. 物質とその変化に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

第１編 物質の構成と化学結合 

第１章 物質の構成 

第２章 物質の構成粒子 

第３章粒子の結合 

・純物質と混合物 ・物質とその成分 ・物質の三態と熱運動 

・原子とその構造 ・イオン ・周期表 

・イオン結合とイオン結晶 ・共有結合と分子 ・配意結合 ・

分子間にはたらく力 ・高分子化合物 ・共有結合の結晶 ・

金属結合と金属結晶 

２
学
期 

第２編 物質の変化 

第１章 物質量と化学反応式 

第２章 酸と塩基の反応 

・原子量、分子量、式量 ・物質量 ・溶液の濃度 

・化学反応式と物質量 

・酸、塩基 ・水素イオン濃度とpH ・中和反応と塩 

・中和滴定 

３
学
期 

第３章 酸化還元反応 ・酸化と還元 ・酸化剤と還元剤 ・金属の酸化還元反応 

・酸化還元反応の利用 

評価の

観点 

【知識・技能】 

（40%） 

知識の習得や知識の概念的な理解、実験操作の基本的

な技術の習得ができているか。 
・定期試験の知識問題 

【思考・判断力・表現】 

（30%） 

習得した「知識・技能」を活用して課題を解決できる

思考力・判断力・表現力などを身につけているか。 

・定期試験の思考問題 

・レポート・プレゼン・発表 

・話し合い・実技テスト 

【主体的に学習に取

り組む態度】（30%） 

知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力などを身

につける過程において、粘り強く学習に取り組んでい

るか、自ら学習を調整しようとしているか。 

・振り返り 

・小テスト・ノート作り 

・授業態度・課題提出 

評価の方

法と割合 

● 評価方法 ： 定期試験における成績状況と提出物・小テスト・授業態度を加味し総合点を算出する。  

● 割合   ： 定期試験 70％ 平常点 30％ 

教科書・ 

副教材等 

● 教科書   ：化学基礎（数研出版） 

● 問題集   ：リードLight化学基礎（数研出版）、新訂版リピートノート化学①化学式・物質量・化学反応式、 

②酸と塩基・酸化還元反応（浜島書店） 



  

科目名（教科名）  生物基礎 イングリッシュコース （ 理科 ） 

学年 1 単位数 2 必修・選択・展開 必 修 

目
的 

※ 英語で授業する「イマージョン教育」で、使える英語力を養成する。 

日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，生物学

的に探究する能力と態度を身につけるとともに，生物学の基本的な概念や原理・法則を理解し，科学的な見方や考え方を

養う。 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

第1部 生物の特徴 

1章 生物の特徴 

第2部 遺伝子とその働き 

2章 遺伝子とその働き 

 

・生物の多様性、生物の共通性、生物の進化と系統、細胞と個

体の成り立ち、真核細胞の構造、原核細胞の構造、生命活動

とエネルギー、ATPの構造、生体内の化学反応と酵素、光合

成と呼吸 

・生物と遺伝情報、DNAの構造と遺伝情報、DNA複製、DNA

と染色体、細胞周期とDNAの分配、細胞周期とDNA量の変化、遺

伝子発現とタンパク質、転写と翻訳、遺伝暗号表、遺伝子発現

と維持 

２
学
期 

第3部 ヒトの体の調節 

3章 神経系と内分泌系による調節 

4章 免疫 

・恒常性と体液、血液凝固と線溶、恒常性に関わる神経系、自

律神経系と脳死、ホルモンによる調節、ホルモン分泌の調節、

血糖濃度の調節のしくみ、体温と水分量の調節 

・生体防御の概要、異物の侵入を阻止するしくみ、自然免疫の

しくみ、獲得免疫の概要、細胞性免疫と体液性免疫、抗体とそ

の利用、免疫記憶とその利用、免疫と病気①② 

３
学
期 

第4部 生物の多様性と生態系 

5章 植生と遷移 

6章 生態系とその保全 

・環境と生物、光の強さと植物、森林の階層構造と土壌、遷移

の過程、遷移に伴う環境の変化、遷移と世界のバイオーム、日

本のバイオーム 

・生態系における生物の役割、種多様性と食物連鎖、生態系と

生態ピラミッド、キーストーン種と絶滅、生態系のバランスと

変動、人間活動と生態系、生物濃縮、外来生物、生物多様性と

生態系の保全、生態系と人間生活 

評価の

観点 

【知識・技能】 

（40%） 

生物や生命現象に関する基本的な概念や原理・法則の

理解を図りながら、知識及び技能を身につけているか。 
・定期試験の知識問題 

【思考・判断力・表現】 

（30%） 

思考力、判断力、表現力等を働かせながら、科学的に

探究できているか。 

・定期試験の思考問題 

・レポート・プレゼン・発表 

・話し合い・実技テスト 

【主体的に学習に取

り組む態度】（30%） 

生物に対しての気付きから課題を設定し解決しようと

できているか。 

・振り返り 

・小テスト・ノート作り 

・授業態度・課題提出 

評価の方

法と割合 

● 評価方法 ： 定期試験における成績状況と提出物・小テスト・授業態度を加味し総合点を算出する。  

● 割合   ： 定期試験 70％ 平常点 30％ 

教科書・ 

副教材等 

● 教科書   ：i版生物基礎（啓林館） 

● 問題集   ：エッセンスノート 生物基礎（啓林館）  



  

科目名（教科名）  生物基礎 アカデミックコース （ 理科 ） 

学年 1 単位数 2 必修・選択・展開 必 修 

目
的 

日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，生物学

的に探究する能力と態度を身につけるとともに，生物学の基本的な概念や原理・法則を理解し，科学的な見方や考え方を

養う。 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

第1部 生物の特徴 

1章 生物の特徴 

第2部 遺伝子とその働き 

2章 遺伝子とその働き 

 

・生物の多様性、生物の共通性、生物の進化と系統、細胞と個

体の成り立ち、真核細胞の構造、原核細胞の構造、生命活動

とエネルギー、ATPの構造、生体内の化学反応と酵素、光合

成と呼吸 

・生物と遺伝情報、DNAの構造と遺伝情報、DNA複製、DNA

と染色体、細胞周期とDNAの分配、細胞周期とDNA量の変化、遺

伝子発現とタンパク質、転写と翻訳、遺伝暗号表、遺伝子発現

と維持 

２
学
期 

第3部 ヒトの体の調節 

3章 神経系と内分泌系による調節 

4章 免疫 

・恒常性と体液、血液凝固と線溶、恒常性に関わる神経系、自

律神経系と脳死、ホルモンによる調節、ホルモン分泌の調節、

血糖濃度の調節のしくみ、体温と水分量の調節 

・生体防御の概要、異物の侵入を阻止するしくみ、自然免疫の

しくみ、獲得免疫の概要、細胞性免疫と体液性免疫、抗体とそ

の利用、免疫記憶とその利用、免疫と病気①② 

３
学
期 

第4部 生物の多様性と生態系 

5章 植生と遷移 

6章 生態系とその保全 

・環境と生物、光の強さと植物、森林の階層構造と土壌、遷移

の過程、遷移に伴う環境の変化、遷移と世界のバイオーム、日

本のバイオーム 

・生態系における生物の役割、種多様性と食物連鎖、生態系と

生態ピラミッド、キーストーン種と絶滅、生態系のバランスと

変動、人間活動と生態系、生物濃縮、外来生物、生物多様性と

生態系の保全、生態系と人間生活 

評価の

観点 

【知識・技能】 

（40%） 

生物や生命現象に関する基本的な概念や原理・法則の

理解を図りながら、知識及び技能を身につけているか。 
・定期試験の知識問題 

【思考・判断力・表現】 

（30%） 

思考力、判断力、表現力等を働かせながら、科学的に

探究できているか。 

・定期試験の思考問題 

・レポート・プレゼン・発表 

・話し合い・実技テスト 

【主体的に学習に取

り組む態度】（30%） 

生物に対しての気付きから課題を設定し解決しようと

できているか。 

・振り返り 

・小テスト・ノート作り 

・授業態度・課題提出 

評価の方

法と割合 

● 評価方法 ： 定期試験における成績状況と提出物・小テスト・授業態度を加味し総合点を算出する。  

● 割合   ： 定期試験 60％ 平常点 40％ 

教科書・ 

副教材等 

● 教科書   ：i版生物基礎（啓林館） 

● 問題集   ：エッセンスノート 生物基礎（啓林館）  



Subject Science and Human Life 

Grade K2A Credits 2 Class Mandatory 

 ■ Course Objectives 

• Develop practical English abilities through English-language immersion education. 

• To cultivate scientific views and thinking. Expand interest and concern for science, to help students understand the 

relationship between nature and human life, as well as the role that science and technology have played in human life 

through observations and experiments on familiar things and phenomena. 

• Students will gain an understanding of the relationship between nature and human life, as well as the role that science 

and technology have played in human life, through observation and experiments on everyday objects and 

phenomena. They will also cultivate scientific views and thinking.  

■ Course Description 

Term Course Content Details 

1
s
t 

• Introduction Development of 

Science and Technology 

• Part 1: Science of Materials 

• Chapter 1 Metals, Plastics and 

Their Reuse 

• Part 2: Clothing and Reuse 

• Chapter 1 Clothing 

• Chapter 2 Food 

• Metals 

• Plastics and Resource Recycling 

• Clothing 

• Food  

 

2
n

d
 

• Part 3: The Science of Life 

• Chapter 1: Organisms and 

Light 

• Chapter 2: Microorganisms 

and Their Utilization   

• Plants and light 

• Various microorganisms, microorganisms and human life, 

microorganisms in ecosystems 

• function of microorganisms in ecosystems 

3
rd

 

• Part 4: Earth and Space 

Science 

• Chapter 1: Natural 

Landscapes and Natural 

Disasters 

• Overview of the Earth, the formation of the Earth, the Earth 

in flux, natural disasters and disaster prevention 

• Natural disasters and disaster prevention 

• Climate change 

Assessment 

Policies 

Interest, motivation, and attitude Students' interests and willingness to explore various natural phenomena in 

relation to daily life and society.  

Scientific Thinking, and Expression Develop inquiring minds and curiosity about science and natural 

world. Students should be able to express scientific phenomena using 

English language.  

Observation and experimental skills Students should be able to observe and conduct experiments. 

Understand basic procedures and effectively document and organize 

the processes and outcomes of these activities. Students should also 

be able to accurately record and arrange the techniques and 

conclusions of these experiments, as well as develop the abilities 

required to scientifically explore natural materials and occurrences. 

Knowledge and understanding Students should understand and acquire knowledge of scientific 

concepts, principles, and laws taught in this course using the English 

language. 

Evaluation 

⚫ Evaluation method: Regular examinations, presentations, activities, quizzes, worksheets, submissions, 

etc., will be taken into account. However, the periodic examinations will be given only in English. 

⚫ Grading components: Regular examinations 60%, and Classwork and Effort 40%. 

Resources and 
Textbooks 

⚫ Resources: Notebook and Worksheets provided by teacher. 

⚫ Textbook: Science and Human Life (Japanese textbook) 

 

  



  

科目名（教科名）  地学基礎 アカデミックコース・サイエンスコース （ 理科 ） 

学年 2 単位数 2 必修・選択・展開 必修(Ａ)・選択(Ｓ) 

目
的 

1. 日常生活や社会との関連を図りながら、地球や地球を取り巻く環境について理解するとともに、科学的に探究 

するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 
2. 観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。 
3. 地球や地球を取り巻く環境に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度と、自然環境の保全に寄与する

態度を養う。 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

① 固体地球 

② 岩石・鉱物 

① A.地球の概観・重力 

B.地球の内部構造と地震波 

C.地震 

D.プレートテクトニクス 

② A.鉱物 

B.マグマと岩石 

C.地殻の変動と変成岩 

２
学
期 

① 地質・地史 

② 大気・海洋 

① A.地層の形成と堆積岩 

B.地質年代・化石 

C.生物の変遷・地質図 

D.大陸移動 

E.日本の地史 

② A.大気の構造 

B.水蒸気と熱収支 

C.海水と海水運動 

３
学
期 

① 大気・海洋 

② 宇宙 

① A.気候変動と地球環境 

② A.太陽と太陽系の天体 

B.恒星の性質と進化 

C.銀河系 

D.銀河と宇宙 

評価の

観点 

【関心・意欲・態度】 各分野の見方や考え方や事象の理解力とともに、新たな関心力がいかについたか。 

【科学的な思考・表現】 
天文学の発展など、身近に報道されている事柄を通して、論理的にとらえる力 

や思考力がいかについたか。 

【観察・実験の技能】 実験手順の理由や目的、実験道具の正確な扱いができているか。 

【知識・理解】 各分野の概念・理論・法則・用語・事象などを認識・理解しているかどうか。 

評価の方

法と割合 

● 評価方法 ： 定期試験における成績状況と提出物・小テスト・授業態度を加味し総合点を算出する。  

● 割合   ： 定期試験 75〜70％ 平常点 25〜30％ 

教科書・ 

副教材等 

● 教科書   ：地学基礎（啓林館） 

● 問題集   ：サンダイヤル地学基礎（啓林館） 



  

科目名（教科名）  物理  サイエンスコース （ 理科 ） 

学年 2 単位数 ４(物理基礎２、物理２) 必修・選択・展開 選択 

目
的 

１．「物理基礎」の学習を踏まえて，物理的な事物・現象に対する関心や探究心を高める。 

２．目的意識をもって観察，実験などを行い，物理学的に探究する能力と態度を身につける。 

３．科学的な自然観をもって、物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深める。  

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

第１編 力と運動 

 第１章 平面内の運動 

 第２章 剛体 

 第３章 運動量の保存 

 第４章 円運動と万有引力 

・速度・加速度 

・落体の運動 

・剛体にはたらく力のつりあい、重心 

・運動量と力積 

・運動量保存則 

・反発係数 

・等速円運動、慣性力、単振動 

・万有引力 

２
学
期 

第２編 熱と気体 

 第１章 気体のエネルギーと状態変化 

 

第３編 波 

第１章 波の伝わり方 

第２章 音の伝わり方 

・気体の法則 

・気体分子の運動 

・気体の状態変化 

・正弦波 

・波の伝わり方 

・音の伝わり方 

・ドップラー効果 

３
学
期 

第３章 光 

 

第４編 電気と磁気 

※進度によっては3年にすることもある 

第１章 電場 

第２章 電流 

・光の性質 

・レンズ 

・光の干渉と回折 

・静電気力 

・電場と電位・コンデンサー 

・オームの法則・直流回路・半導体 

評価の

観点 

【関心・意欲・態度】 
自然現象に対して興味・関心を高めているか。意欲的に課題を追求する態度を身に

つけているか。 

【科学的な思考・表現】 課題を遂行するにあたって、科学的・論理的に思考し、判断しているか。 

【観察・実験の技能】 推論・実験・検証の過程で科学的な考え方・方法を用いていたか。 

【知識・理解】 学習した物理の基本的な概念や原理・法則が正しく理解できたか。 

評価の方

法と割合 

● 評価方法 ： 定期試験(物理基礎と物理の内容を合わせた試験)、提出物等、平常点を加味して評価する。                   

※通知表には「物理基礎」、「物理」の得点は同じ表記となっている。 

● 割合     ： 定期試験７０％と平常点３０％ 

教科書・ 

副教材等 

● 教科書   ： 物理基礎 物理（数研出版） 

● 問題集   ： リードα 物理基礎・物理（数研出版） 



  

科目名（教科名）  化学  アカデミックコース・サイエンスコース （ 理科 ） 

学年 2 単位数 2 必修・選択・展開 必修(Ｓ)・選択(Ａ) 

目
的 

１．観察・実験や課題研究などを行い自然に対する関心や探求心を高め探求する能力と態度を身につける。 

２．科学的な自然観をもって、基本的な概念や原理・法則を理解する。 

３．学習することにより、現代社会をより広い視野でとらえ、的確な判断を下すことができるようになる。 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

第１編 物質の状態 

１章 粒子の結合と結晶の構造 

２章 物質の三態と状態変化 

３章 気体 

・原子とイオン、イオン結合とイオン結晶、分子と共有結合、 

共有結合の結晶、金属結合と金属 

・粒子の熱運動、分子間力と三態の変化、状態変化とエネルギー、 

物質の種類と物理的性質 

・気体の体積、気体の状態方程式、混合気体の圧力、実在気体 

２
学
期 

第１編 物質の状態 

４章 溶液 

 

第２編 物質の変化 

１章 化学反応とエネルギー 

２章 電池と電気分解 

 

第３編 無機物質 

１章 非金属元素 

２章 金属元素(Ⅰ) 

３章 金属元素(Ⅱ) 

 

・溶解とそのしくみ、溶解度、希薄溶液の性質、コロイド溶液 

 

 

・化学反応と熱、化学反応と光 

・電池、電気分解 

 

・元素の分類と周期表、水素、希ガス元素、ハロゲン元素、酸素 

・硫黄、窒素・リン、炭素・ケイ素 

・アルカリ金属元素、２族元素、アルミニウム・亜鉛、スズ・鉛 

・遷移金属の特色、鉄、銅、銀・金、クロム、マンガン 

・金属イオンの分離 

３
学
期 

第２編 物質の変化 

３章 化学反応の速さとしくみ 

４章 化学平衡 

 

・化学反応の速さ、反応条件と反応速度、化学反応のしくみ 

・可逆反応と化学平衡、平衡状態の変化、電解質水溶液の化学平衡 

※授業の進度や実験の準備によって，多少の変更がある。 

評価の

観点 

【関心・意欲・態度】 
日常生活における自然現象について関心をもち、意欲的に探究しようとしているかど

うか。 

【科学的な思考・表現】 化学の現象について科学的に思考し、表現できるか 

【観察・実験の技能】 
観察、実験を行い、基本操作を習得するとともに、それらの過程や結果を的確に記録、

整理し、自然の事物・現象を科学的に探究する技能の基礎を身に付けている。 

【知識・理解】 基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付けている。 

評価の方

法と割合 

● 評価方法 ： 定期試験、提出物等、平常点を加味して評価する。 

● 割合     ： 定期試験７０％と平常点３０％ 

教科書・ 

副教材等 

● 教科書   ： 化学（数研出版） 

● 資料集   ： フォトサイエンス 化学図録（数研出版） 

● 問題集   ： リードα化学（数研出版） 



  

科目名（教科名）  生物  アカデミックコース・サイエンスコース  （ 理科 ） 

学年 2 単位数 2 必修・選択・展開 選 択 

目
的 

生物や生物現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、生物学的に探究する能力と態度

を身につけるとともに、生物学の基本的な概念や原理･法則の理解を深め、科学的な自然観を養う。 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

第１部 生命現象と物質 

第１章 生命と物質 

第１節 物質と細胞 

第２節 生命現象とタンパク質 

第２章 代謝 

第１節 代謝とエネルギー 

第２節 呼吸 

第３節 光合成 

第４節 窒素代謝 

 

 

・細胞小器官や細胞の働きを分子レベルで見ていく。 

 

 

・光合成によって光エネルギーを用いて有機物がつくられ、呼

吸によって有機物からエネルギーが取り出される仕組みを理解

するとともに、窒素同化についても理解する。 

２
学
期 

第３章 遺伝現象と物質 

第１節 遺伝情報とその発現 

第２節 遺伝子の発現調節 

第３節 バイオテクノロジー 

・DNAの構造、遺伝情報の複製･転写･翻訳の仕組み、そして遺

伝子発現の調節を学び、バイオテクノロジーの原理とその応用

を見ていく。 

３
学
期 

第２部 生殖と発生 

第１章 有性生殖と染色体の分配 

第１節 有性生殖 

第２節 遺伝子の多様な組み合わせ 

・減数分裂による遺伝子の分配と受精により、遺伝的に多様な

組み合わせをもつ子が生じることを理解するとともに、遺伝子

の連鎖と組換えについても理解する。 

評価の

観点 

【関心・意欲・態度】 

・生物や生物現象を通して自然に対する関心や探究心をもち、基本的な概念や原

理・法則を理解する意欲とともに、科学的な自然観や生物学的に探究する能力と態

度を身につけようとする。 

【科学的な思考・表現】 

・生物学的な方法で生物や生物現象に関する問題を取り扱い、自然を科学的にとら

えられる。 

・生物現象について探究する場合に、それらを個々のレベルで分析すると同時に、

全体を総合的にとらえ、表現することができる。 

【観察・実験の技能】 

・生物学的な方法で生物や生物現象に関する問題を取り扱い、観察・実験の技能を

習得している。 

・科学的に探究する方法を身につけ、それらの過程や結果及びそこから導き出した

考えを的確に表現することができる。 

【知識・理解】 

・生物や生物現象について、それらの基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的

な自然観を身につけている。 

・自然界のさまざまな事象を科学的に考察する能力と、豊かな科学的素養を身につ

けている。 

評価の方

法と割合 

● 評価方法 ： 定期試験における成績状況と提出物・小テスト・授業態度を加味し総合点を算出する。  

● 割合   ： 定期試験 70％ 平常点 30％ 

教科書・ 

副教材等 

● 教科書   ：生物（啓林館） 

● 問題集   ：リードα生物（数研出版） 

● 副教材   ：フォトサイエンス生物図録（数研出版） 



  

科目名（教科名）  物理  サイエンスコース （ 理科 ） 

学年 3 単位数 4 必修・選択・展開 選択 

目
的 

１．高２時の「物理」から継続して，物理的な事物・現象に対する関心や探究心を高める。 

２．目的意識をもって観察，実験などを行い，物理学的に探究する能力と態度を身につける。 

３．科学的な自然観をもって、物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深める。 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

第３章 光 

 

第４編 電気と磁気 

第１章 電場 

第２章 電流 

・光の性質 

・レンズ 

・光の干渉と回折 

・静電気力 

・電場と電位・コンデンサー 

・オームの法則・直流回路・半導体 

２
学
期 

第３章「電流と磁場」 

第４章「電磁誘導と電磁波」 

第５編 原子 

・磁場、電流のつくる磁場 

・電流が磁場から受ける力、ローレンツ力 

・電磁誘導の法則、交流 

・自己誘導と相互誘導、交流回路 

・電磁波、電子と光、原子と原子核 

３
学
期 

おもに入試対策の問題演習・実験 ・センター入試対策 

・私大入試対策 

・国公立二次対策 

・実験による事象の確認、考察 

評価の

観点 

【関心・意欲・態度】 
自然現象に対して興味・関心を高めているか。意欲的に課題を追求する態度を身につ

けているか。 

【科学的な思考・表現】 課題を遂行するにあたって、科学的・論理的に思考し、判断しているか。 

【観察・実験の技能】 推論・実験・検証の過程で科学的な考え方・方法を用いていたか。 

【知識・理解】 学習した物理の基本的な概念や原理・法則が正しく理解できたか。 

評価の方

法と割合 

● 評価方法 ： 定期試験、提出物等、平常点を加味して評価する 

● 割合     ： 定期試験７０％と平常点３０％ 

教科書・ 

副教材等 

● 教科書   ： 物理（数研出版） 

● 問題集   ： リードα物理（数研出版） 



  

科目名（教科名）  化学  アカデミックコース・サイエンスコース （ 理科 ） 

学年 3 単位数 4 必修・選択・展開 必修(Ｓ)・選択(Ａ) 

目
的 

１．観察・実験や課題研究などを行い自然に対する関心や探求心を高め探求する能力と態度を身につける。 

２．科学的な自然観をもって、基本的な概念や原理・法則を理解する。 

３．学習することにより、現代社会をより広い視野でとらえ、的確な判断を下すことができるようになる。 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

第３編 無機物質 

１章 非金属元素 

２章 金属元素(Ⅰ) 

３章 金属元素(Ⅱ) 

第４編 有機物質 

１章 有機化合物の分類と分析 

２章 脂肪族炭化水素 

３章 アルコールと関連化合物 

４章 芳香族炭化水素 

第５編 天然有機化合物 

１章 天然有機化合物 

２章 天然高分子化合物 

・元素の分類と周期表、水素、希ガス元素、ハロゲン元素、酸素 

・硫黄、窒素・リン、炭素・ケイ素 

・アルカリ金属元素、２族元素、アルミニウム・亜鉛、スズ・鉛 

・遷移金属の特色、鉄、銅、銀・金、クロム、マンガン 

・金属イオンの分離 

・有機化合物の特徴と分類、有機化合物の分析 

・飽和炭化水素、不飽和炭化水素 

・アルコールとエーテル、アルデヒドとケトン、 

脂肪酸カルボン酸と酸無水物、エステルと油脂 

・芳香族炭化水素、フェノール類、芳香族カルボン酸、 

芳香族アミンとアゾ化合物、有機化合物の分離 

・天然有機化合物の種類、単糖類・二糖類、アミノ酸 

・多糖類、タンパク質・核酸 

２
学
期 

第６編 合成高分子化合物 

１章 高分子化合物の性質 

２章 合成高分子化合物 

 

大学入試問題の演習 

 過去問題演習 

 国公立２次対策 

 センター試験対策 

・高分子化合物の構造と性質 

・合成繊維、合成樹脂、高分子化合物と人間生活 

・天然ゴムと合成ゴム 

 

入試問題の演習 

３
学期 

実験・問題演習 有機化学の実験・共通テスト問題演習・解説 

 

※授業の進度や実験の準備によって，多少の変更がある。 

評価の

観点 

【関心・意欲・態度】 自然現象について関心をもち、意欲的に探究しようとしているかどうか。 

【科学的な思考・表現】 化学の現象について科学的に思考し、表現できるかどうか。 

【観察・実験の技能】 
観察、実験を行い、基本操作を習得するとともに、それらの過程や結果を的確に記録、

整理し、自然の事物・現象を科学的に探究する技能の基礎を身に付けているかどうか。 

【知識・理解】 基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付けているかどうか。 

評価の方

法と割合 

● 評価方法 ： 定期試験、提出物等、平常点を加味して評価する 

● 割合     ： 定期試験７０％と平常点３０％ 

教科書・ 

副教材等 

● 教科書   ： 化学（数研出版） 

● 副教材   ： フォトサイエンス 化学図録（数研出版） 

● 問題集   ： リードα化学（数研出版）、チェック＆演習 化学（数研出版） 



 

科目名（教科名）  生物 アカデミックコース・サイエンスコース （ 理科 ） 

学年 3 単位数 4 必修・選択・展開 選択 

目
的 

1. 生物や生物現象についての観察、実験や課題研究などを行い、自然に対する関心や探究心を高め、生物学的に

探求する能力と態度を身につける。 

2. 科学的な自然観をもって、基本的な概念や原理・法則の理解を深める。 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

第２部 生殖と発生 

第３章 植物の生殖と発生 

第３部 生物の環境応答 

第１章 刺激の受容と反応 

第２章 動物の行動 

第３章 植物の環境応答 

第４部 生物の進化と系統 

第１章 生物の進化 

第２章 進化とそのしくみ 

第３章 生物の系統 

第５部 生態と環境 

第１章 個体群と生物群集 

第２章 生態系 

・被子植物の配偶子形成、重複受精、有胚乳種子、無胚乳種子 

・耳の構造と音の受容、目の構造と光の受容、神経系、 

ニューロン、静止電位、活動電位、興奮、伝導、伝達、 

シナプス、脳、筋収縮、生得的行動、走性、学習 

・植物ホルモン、屈性、成長運動、光発芽種子、光周性、 

花芽形成、限界暗期、春化  

・進化の証拠、進化のしくみ、遺伝子頻度、自然選択、遺伝的浮動、

分子進化、種分化、化学進化、始原生物、地質時代  

・生物の分類、系統樹、ドメイン、系統関係  

・個体群の成長、密度効果、生存曲線、個体群動態、社会、 

群れ、種間競争、共生、生物群集、ニッチ、環境形成作用 

・物質生産、エネルギー効率、生物多様性、攪乱、絶滅  

２
学
期 

実験・問題演習 ・共通テスト問題演習・解説 

・過去の大学入試問題に取り組む。 

３
学
期 

問題演習 ・共通テスト問題演習・解説 

評価の

観点 

【関心・意欲・態度】 

・生物や生物現象を通して自然に対する関心や探究心をもち，基本的な概念や原理・

法則を理解する意欲とともに，科学的な自然観や生物学的に探究する能力と態度を身

につけようとする。 

【科学的な思考・表現】 

・生物学的な方法で生物や生物現象に関する問題を取り扱い，自然を科学的にとらえ

られる。 

・生物現象について探究する場合に，それらを個々のレベルで分析すると同時に，全

体を総合的にとらえ，表現することができる。 

【観察・実験の技能】 

・生物学的な方法で生物や生物現象に関する問題を取り扱い，観察・実験の技能を習

得している。 

・科学的に探究する方法を身につけ，それらの過程や結果及びそこから導き出した考

えを的確に表現することができる。 

【知識・理解】 

・生物や生物現象について，それらの基本的な概念や原理・法則を理解し，科学的な

自然観を身につけている。 

・自然界のさまざまな事象を科学的に考察する能力と，豊かな科学的素養を身につけ

ている。 

評価の方

法と割合 

● 評価方法 ： 定期試験＋小テスト、提出物等、平常点を加味して評価する。 

● 割合     ： 定期試験６０％と平常点４０％ 

教科書・ 

副教材等 

● 教科書  ：  高等学校 生物（啓林館） 

● 問題集   ：  リードα生物 ／ チェック＆演習生物（数研出版） 

● 副教材   ：  フォトサイエンス生物図録（数研出版） 


